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明日も農業を
つづけるために。

これまでJA共済連が農家組合員の方々への保障提供を通じて
蓄積してきた大量の共済金支払データを分析することで、

今までは見えていなかった農作業事故の実態が明らかになってきました。
農作業の安全について、いま一度考えてみるとともに、万一に備えて共済の加入も検討してみましょう。

協力：全国共済農業協同組合連合会（JA共済連）https://www.ja-kyosai.or.jp

　

死
亡
以
外
の
け
が
も
含
め
た
農
作
業
事
故

の
全
体
に
つ
い
て
は
、
統
計
デ
ー
タ
の
不
足

か
ら
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
Ｊ
Ａ
共
済
連
で
は
大
量
の
共
済
金

支
払
デ
ー
タ
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
後
遺
障

害
事
故
は
死
亡
事
故
の
約
２
倍
、
傷
害
事
故

は
死
亡
事
故
の
約
２
２
４
倍
起
き
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。
こ
の
倍
率
を
農
林
水

産
省
の
死
亡
事
故
調
査
（
２
０
１
６
年
）
の

３
１
２
件
に
掛
け
る
こ
と
で
、
農
作
業
事
故

が
年
間
約
７
万
件
発
生
し
て
い
る
も
の
と
推

計
し
て
い
ま
す
（
図
表
１
）。
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７
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発
生
〜

　

な
ぜ
農
作
業
事
故
が
、
こ
れ
ほ
ど
多
い
の

で
し
ょ
う
か
。
事
故
や
天
候
と
い
っ
た
「
環

境
」、
農
機
具
や
生
物
な
ど
の
「
物
」、
作
業

者
で
あ
る
「
人
」
と
い
う
三
つ
の
因
子
が
あ

り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
因
子
に
つ
い
て
、
農
業
な
ら

で
は
の
特
性
が
あ
り
、
三
つ
の
因
子
が
積
み

重
な
る
こ
と
に
よ
り
、「
事
故
の
起
こ
り
や
す

さ
」
や
「
重
大
事
故
へ
の
つ
な
が
り
や
す
さ
」

が
大
き
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
（
図
表
２
）。

な
ぜ
農
作
業
事
故
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こ
る
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か

な
ぜ
農
作
業
事
故
が
起
こ
る
の
か

STOP
農作業事故

図表1　農作業事故の全体像

図表2　農作業の特性と事故の関係

312件
（農水省調査）

6万9994件
（JA共済連推計）

734件
（JA共済連推計）

死亡
事故

後遺障害事故

傷害事故

年間の農作業事故発生件数　約7万件

斜面、高所
作業が多い

農作業の主な特性 データの検証結果 まとめ

「転倒（同一平面）」「墜落」が
事故全体の過半数を占める

機械、用具、生物だけで
約５割を占める

機械、用具、家畜の事故の
重症度は他の事故よりも高い

事故後すぐに発見されない
ケースが散見される

高齢なほど重症度が高い

・施設事故は約２割を占める
・発生時期は７～９月で
　約３割を占める

さまざまな機
械、用具、家
畜を扱う

高齢者が多い

ひとりでの
作業が多い

狭く暗い施設、
炎天下が多い

①
環
境

事
故
が
起
こ
り
や
す
い

重
大
事
故
に
つ
な
が
り
や
す
い

②
物

③
人
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特に注意したい「物」の事故
重大事故は一度起きれば今後の生活に大きな影響を与え、農業の継続が困難になることもあります。
とりわけ機械や用具などの「物」による事故は、重大事故につながりやすく、注意や対策が必要です。

バックの際は必ず後方を確認。ロー
タリーと足の位置は余裕をもって

対策

歩行型農歩行型農機

下
敷
き

巻
き
込
ま
れ

挟
ま
れ

昇降路や公道ではブレーキの連結
ロックを。降車時は後ろ向きに

対策

乗用型農乗用型農機

整備は、必ず回転を止めて行う対策

刃のある器具のある器具

はしごや脚立は安定させて設置。高
所作業では必ずヘルメットの着用を

対策

脚立・はしご・斜面脚立・はしご・斜面

公
道･

ほ
場
で
の

転
倒･

転
落

乗
降
中
の
転
落

巻
き
込
ま
れ

刃
と
の
接
触

不
安
定
な
場
所

か
ら
の
転
落

映像で学ぶ農作業事故

JA共済ホームページ「TVCM・映像ライブラリ」からご覧いただけます。
http://www.ja-kyosai.or.jp/sp/enjoy/cf/inde/mp4

『明日も農業をつづけるために。』公開中
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ＪＡ道東あさひ乳牛改良同志会 活性化部会
優良農家への視察研修を実施

ＪＡ道東あさひ乳牛改良同志会 活性化部会
優良農家への視察研修を実施

中
標
津
町
の
３
軒
を
訪
問

　

Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ
ひ
乳
牛
改
良
同
志
会
活
性

化
事
業
部
会
で
は
、
４
月
６
日
に
Ｊ
Ａ
中
標

津
の
山
下
匡
大
牧
場
・
久
保　

剛
牧
場
の
視

察
と
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
㈱
開
陽
Ｄ
．Ａ
．

Ｉ
の
視
察
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

山
下
匡
大
牧
場

　

山
下
牧
場
は
、
旧
Ｊ
Ａ
べ
つ
か
い
の
組
合

員
で
し
た
が
、
現
在
は
中
標
津
町
で
酪
農
を

し
て
ま
す
。
搾
乳
頭
数
は
60
頭
、
フ
リ
ー
ス

ト
ー
ル
牛
舎
で
飼
育
し
て
い
ま
す
。
共
進
会

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
牧
場
で
あ
る
た
め
、
牛

の
改
良
や
飼
養
管
理
の
方
法
、
施
設
面
で
も

牛
の
転
倒
事

故
防
止
な
ど

の
た
め
に
対

策
し
て
い
る

と
お
話
を
伺

う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

久
保　

剛
牧
場

　

久
保
牧
場
は
、
共
進
会
で
優
秀
な
成
績
を

収
め
て
お
り
、
昨
年
の
根
室
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

共
進
会
で
は
審
査
員
も
務
め
て
い
ま
す
。
搾

乳
頭
数
は
90
頭
、
繋
ぎ
牛
舎
で
飼
育
し
て
い

ま
す
。
牛
の
改
良
に
と
て
も
力
を
入
れ
て
お

り
、
判
別
精

液
や
受
精
卵

を
積
極
的
に

使
用
、
ま
た

使
用
種
雄
牛

の
特
性
な
ど

も
教
え
て
頂

き
、
充
実
し

た
お
話
を
伺

う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

㈱
開
陽
Ｄ
．Ａ
．Ｉ

　
（
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
）

　

構
成
員
で
あ
る
山
下
匡
大
氏
が
引
き
続
き

案
内
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
平
成
21
年
度
に

設
立
し
今
年
で
10
年
目
、
構
成
員
戸
数
は
14

戸
で
、
酪
農
家
だ
け
で
は
な
く
畑
作
農
家
も

所
属
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
施
設
や
機

械
の
有
効
利
用
、
地
域
振
興
に
も
つ
な
が
り
、

Ｔ
Ｍ
Ｒ
の
配
送
は
１
日
朝
・
夕
２
回
配
送
、

冬
は
１
回
の
配
送
に
す
る
こ
と
で
新
鮮
な
Ｔ

Ｍ
Ｒ
給
与
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
従
業

員
は
事
務
員
以
外
す
べ
て
委
託
し
て
お
り
、

人
手
不
足
の
対
策
も
し
て
い
る
と
施
設
案
内

を
含
め
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
を
通
し
て
飼
養
管
理
や
牛
群

改
良
な
ど
牧

場
経
営
に
大

切
な
こ
と
を

再
確
認
で
き
、

視
察
先
の
農

家
さ
ん
と
も

交
流
を
深
め

ら
れ
ま
し
た
。

右下：山下匡大氏

前列中央：久保　剛氏
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本
所
会
議
室
で
３
月
26

日
、
Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ
ひ

ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

ク
ラ
ブ
第
29
回
通
常
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開

会
宣
言
に
続
き
、
出
席
者

全
員
で
『
ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ル

ス
タ
イ
ン
ク
ラ
ブ
の
誓

い
』
を
朗
唱
し
た
後
、
下

町
運
営
委
員
長
か
ら
開
会

挨
拶
が
あ
り
、
議
案
の
審
議
に
入
り

ま
し
た
。
平
成
30
年
度
事
業
報
告
及

び
収
支
決
算
報
告
、
平
成
31
（
令
和

元
年
）
年
度
事
業
計
画
（
案
）
な
ど

全
て
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
１
名
の
新
規
会
員
が
お

り
、
計
18
名
と
な
り
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ

道
東
あ
さ
ひ
ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
ク
ラ
ブ
は
、
小
学
校
１
年
生
か
ら

高
校
３
年
生
ま
で
の
お
子
様
な
ら
ど

な
た
で
も
入
れ
ま
す
。
新
規
会
員
を

随
時
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
興

味
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
お
問
合
せ

下
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ
ひ 

別
海
本
所

生
産
部 
家
畜
改
良
課

☎
０
１
５
３
ー
７
５
ー
２
２
０
３

ジュニアホルスタインクラブ 
第２９回通常総会

新
規
会
員
も
募
集
中
！

　

本
所
会
議
室
で
４
月
16

日
、
Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ
ひ
青

年
部
第
10
回
通
常
総
会
が

開
催
さ
れ
、
本
人
出
席
で

40
名
の
部
員
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

開
会
に
当
た
り
、
小
野

部
長
は
「
昨
年
度
の
ブ

ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
で
は
、
基

本
理
念
で
あ
る
協
同
の
大

切
さ
を
再
確
認
す
る
機
会
に
な
っ

た
」
と
挨
拶
し
、
来
賓
の
Ｊ
Ａ
道
東

あ
さ
ひ
田
中
専
務
か
ら
は
、
青
年
部

Ｏ
Ｂ
か
ら
の
意
見
と
し
て
、
「
５

年
・
10
年
先
を
見
据
え
た
経
営
を
意

識
し
て
ほ
し
い
。
部
員
皆
さ
ん
の
考

え
や
求
め
る
も
の
に
よ
っ
て
Ｊ
Ａ
も

変
わ
る
」
と
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
ま
し

た
。

　

議
長
に
は
根
室
支
部
の
久
末
彰
真

さ
ん
が
選
出
さ
れ
、
平
成
30
年
度
の

事
業
報
告
・
決
算
報
告
、
平
成
31

（
令
和
元
年
）
度
の
事
業
計
画

（
案
）
等
、
全
て
の
議
案
が
可
決
・

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

役
員
改
選
で
は
、
小
野 

塁
部
長

が
引
き
続
き
務
め
る
ほ
か
、「
ウ
シ

焼
き
を
利
用
し
た
消
費
拡
大
活
動
」

を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て
各
種
事
業

を
展
開
す
る
こ
と
で
一
致
し
ま
し
た
。

青年部第１０回通常総会
新
役
員
が
決
定

役　職　名
部　　　長
副　部　長

　
支　部　長

代 表 監 事
監　　　事

氏　　　名
小　野　　　塁
大　田　修　也
早　坂　良　太
浦　山　邦　弘
佐　藤　圭　一
桐　島　広　樹
佐々木　俊　幸
栗　林　一　気
安　斉　　　智
大　内　佑　輝
伊　藤　基一郎
久　末　彰　真

支　部　名
西　春　別
上　春　別
べ つ か い
上　春　別
西　春　別
べ つ か い
根　　　室
根　　　室
上　春　別
西　春　別
べ つ か い
根　　　室
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Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
が
改
革
プ
ラ

ン
の
策
定
を
進
め
て
い
る
合
間
に
も
農

協
改
革
の
波
は
押
し
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

規
制
改
革
会
議
の
答
申
に
危
機
感
を

も
っ
た
自
民
党
議
員
ら
は
、
官
邸
、
規

制
改
革
会
議
、
農
水
省
と
調
整
を
行
い

平
成
26
年
６
月
に
「
与
党
と
り
ま
と

め
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
急
進
的
な
内

容
は
若
干
修
正
さ
れ
た
も
の
の
、
抜
本

見
直
し
を
迫
る
内
容
は
残
る
形
と
な
っ

て
し
ま
い
、
平
成
27
年
の
通
常
国
会
に

農
協
法
の
見
直
し
を
行
う
旨
が
明
記
さ

れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
も
Ｊ
Ａ
全
中

が
同
年
11
月
に
自
己
改
革
プ
ラ
ン
を
策

定
し
、
政
府
・
与
党
と
折
衝
を
重
ね
た

結
果
、
最
終
的
に
27
年
２
月
、
国
が
示

し
た
「
法
制
度
等
の
骨
格
案
」
を
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
と
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
農
協
法
改
正
案
は
平
成

27
年
６
月
30
日
に
衆
議
院
通
過
、
８
月

28
日
に
参
議
院
を
通
過
し
て
可
決
成
立

し
、
平
成
28
年
４
月
１
日
よ
り
改
正
農

協
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

【
改
正
農
協
法
の
概
要
（
抜
粋
）】

（
１
）
中
央
会
制
度
を
廃
止
し
、
Ｊ
Ａ

　
　
　

の
監
査
は
公
認
会
計
士
監
査
を

　
　
　

義
務
付
け
る
。

（
２
）
Ｊ
Ａ
の
総
合
事
業
を
事
業
毎
に

　
　
　

株
式
会
社
や
生
協
、
一
般
社
団

　
　
　

法
人
等
に
円
滑
に
転
換
で
き
る

　
　
　

よ
う
に
す
る
。

（
３
）
全
農
は
株
式
会
社
に
円
滑
に
転

　
　
　

換
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
農
林

　
　
　

中
金
、
全
共
連
は
検
討
事
項
と

　
　
　

す
る
。

（
４
）
Ｊ
Ａ
の
理
事
の
過
半
数
は
認
定

　
　
　

農
業
者
、
販
売
の
実
務
者
と
す

　
　
　

る
。

（
５
）
目
的
規
定
を
「
農
業
所
得
の
増

　
　
　

大
に
最
大
限
の
配
慮
」
に
見
直

　
　
　

す
。

（
６
）
准
組
合
員
の
事
業
利
用
規
制
は
、

　
　
　

５
年
間
の
組
合
員
実
態
調
査
の

　
　
　

上
で
結
論
を
得
る
。

　

准
組
合
員
制
度
の
事
業
利
用
規
制
は

先
送
り
と
な
り
ま
し
た
が
、
中
央
会
制

度
は
廃
止
と
な
り
、
令
和
元
年
９
月
末

ま
で
に
Ｊ
Ａ
全
中
は
一
般
社
団
法
人
、

都
道
府
県
中
央
会
は
連
合
会
に
移
行
す

る
形
と
な
っ
た
の
で
す
。

今
こ
そ
Ｊ
Ａ
第
9
回

　

待
っ
た
な
し
の
農
協
法
改
正

　

北
海
道
胆
振
東
部

地
震
の
被
災
地
支
援

の
た
め
、
Ｊ
Ａ
で
は

西
春
別
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
の
小
貫
職
員

（
現
在
営
農
課
）
と

看
護
師
の
高
津
職
員

が
災
害
派
遣
ケ
ア

チ
ー
ム
と
し
て
現
地

に
派
遣
さ
れ
、
３
日
間
に
亘

り
入
浴
介
助
な
ど
の
作
業
に

あ
た
り
ま
し
た
。

　

こ
の
支
援
活
動
に
対
し
、
４

月
５
日
に
北
海
道
知
事
か
ら
の

感
謝
状
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

北
海
道
信
用
事
業

優
績
Ｊ
Ａ

　

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の
各
種
重
点
推

進
項
目
に
お
い
て
、
当
Ｊ
Ａ
の

推
進
活
動
が
優
秀
な
成
績
を
収

め
た
と
し
て
、
４
月
12
日
に
Ｊ

Ａ
北
海
道
信
連
か
ら
２
年
連
続

で
表
彰
さ
れ
、
Ｊ
Ａ
を
代
表
し

原
井
組
合
長
に
表
彰
状
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

ケ
ア
セ
ン
タ
ー

道
か
ら
感
謝
状
贈
呈

感謝状・表彰状が授与されました感謝状・表彰状が授与されました
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「GAPに取り組む」とは？
１．ＧＡＰの考え方を取り入れて農場改善を！
　新聞などで「ＧＡＰ」という単語を見たことがある人も多いのではないでしょうか。
　「ＧＡＰに取り組む」ことを一言で言うと、「自分の農場運営を整理整頓し、見える化する」こ
とです。
　実際に農場で取り組んだ例を以下に示します。

　以上のように、実際に取り組むことは困難なことではありません。農場の運営改善を目的と考え
る場合は、認証取得にこだわらず必要な部分だけＧＡＰの考え方を取り入れるだけでも十分効果的
です。

２．「ＧＡＰ」の認証をとることについて
　ＧＡＰの認証取得には右記のようなメリットがある反
面、審査と審査費用が必要となります。そのため、取得
を考える場合は目的を明確にすることをおすすめします。
審査では、上記の事例の他、作業記録の作成や苦情への
対応手順など100以上の管理点をチェックされます。興
味をお持ちの方はご相談ください。

例１）伝票や納品書などを探す
　　　のに時間をかけたくない

クリアファイルなどを用意して
一括管理する

例２）労働者が安全に作業できるような環境を
　　　作りたい

農場内を見回って、危険な場所をピックアップ
する

目的

方法

農場の取引状況を整理でき、
集計作業が容易に！ 労働環境を見直し、作業安全に配慮した農場へ!

GAPの認証を取得するメリット

・雇用の面で有利
・生産物の差別化ができる
・取引先や買い手の信頼を得られる

あちこちに散在していた伝票
類を、まとめて整理

危険箇所の安全性（落下等の予防対策）を確保

危険箇所
（糞尿を
落とす穴）

危険箇所
（糞尿を
落とす穴）

危険箇所
（糞尿を
落とす穴）

柵と掲示物を整備柵と掲示物を整備柵と掲示物を整備
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　飼料用とうもろこしの収穫適期がいつ頃になるのかを調べることができる
システムを開発しました。

既存の生育モデル※1にメッシュ農業気象データ※2という予報値を含む新しい
タイプの気象データを適用することで従来の気象データを用いた場合と比べ
収穫適期を約7日早く予測可能になりました。

・圃場での登熟状態の確認と併用することでTMRセンターやコントラクター等
　の大規模・広域作業体系における効率的な収穫に向けた作業計画策定に活用
　できます。
・対象地域で適期収穫可能な品種の選定および播種日決定に活用できます。
・システムが対応している品種は北海道統一RMが明らかな品種です。
・システムはインターネットに接続されたパソコン上のMicrosoft Excel
 （Windows版、2010以上）で動作するもので、希望者には無料で配付します。

気象予報を取り入れ早期にピタリ予測！
飼料用とうもろこしの収穫適期

草地研究部　飼料環境グループ　牧野　　司

※1：生育モデルの詳細は
　　　右のQRコードから
　　　ご確認ください。

※2：農研機構が開発した
　　　気象データで、利用
　　　には利用者登録が必
　　　要です。右のQRコー
　　　ドからご確認くださ
　　　い。

※3：「国土数値情報3次メッシュに対応した農業用気象データを取得する
　　　プログラム（農研機構）」を利用した。

※4：ホールクロップ 総体乾物率30％､イアコーン 雌穂乾物率55％､子実利用 子実乾物率70％を目安とした。
※5：予報降水量は予測を行った日以降9日間の値を表示しています。

マップで圃場を指定して
入力することもできます。

概 要

成 果

活用面 連絡先

①予報値による予測と平年値による予測

気象予報値を用いると収穫適期日を早期に予測可能です。

インターネットを通してExcelに気象データを読み
込み乾物率の推移・収穫適期を予測します。

乾物率の推移とそこから判断さ
れる収穫適期※4、予報降水量※5
を表示します。

生産者圃場でも概ね実用的な精度で予測可能です。

※酪農試験場・圃場試験での乾物率反復間差0.1～4.6ポイント

②生産者圃場における観測値と推定値の差

③収穫適期予測システムの仕組 ④システムの使い方

酪農試験場 飼料環境グループ
０１５３－７２－２８４２
konsen-agri@hro.or.jp

配付希望は右のQRコード
で表示されるホームペー
ジを参考にお申込みくだ
さい。
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●【酪・専】入学式が行われました
　４月９日（火）、平成
31年度入学式が本校体育
館で行われ、普通科90名、
酪農経営科７名、農業特
別専攻科３名が新たに入
学を許可され、多くの来
賓の方々が見守る中、厳
粛に入学式が挙行されま
した。また、入学式の中では、在校生有志の「校歌
隊」による校歌が披露され、会場から大きな拍手を受
けました。今年度は、全日制生徒313名、専攻科学生
９名の計322名がこの学び舎で学んでいきます。

●【酪農経営科】農業クラブ紹介
　４月10日（水）、新入生と在校生の対面式が行われ、
全校生徒が一堂に会しました。
　その中で、農業クラブ活動の紹介も行われ、酪農経
営科の紹介を生徒作成の動画でわかりやすく紹介しま
した。酪農経営科の入学生にはもちろん、普通科生徒
にも農業クラブ活動に関心を持ってもらえる良い機会
となりました。

●【酪農経営科】クラス内意見発表が終了
　４月16日（火）、
18日（木）の２日
間にわたり、１年生
から３年生の各クラ
スでクラス代表を選
出するための意見発
表会が行われました。
　春休み中に自分の
考えをまとめ、クラ
ス全員の前で、酪農経営に関わることや環境問題、地
域連携に関すること等を発表するとともに、発表に対
する質疑応答を通してお互いの理解を深めました。こ
の後、クラス内意見発表の結果を踏まえ、各クラス４
名ずつを選出し、５月13日（月）に行われる校内意見
発表大会に臨みます。

●「農業特別専攻科」新入生歓迎会を実施
　農業特別専攻科では
４月９日（火）に３名
の新しい仲間を迎えま
した。
　新入生は、それぞれ
出身や経歴は異なりま
すが、これから２年間、

同じ学舎で同胞とともに学んでいく決意や希望に満ち
た様子でした。また、同日には学友会主催による新入
生歓迎会が行われ、２年目学生が短い準備時間の中で
プロフィール冊子を作成し、各学年お互いの経歴を自
己紹介するなど、なごやかな雰囲気で歓迎会が実施さ
れました。
　これから２年間、専攻科の学生として学ぶ中で、地
域を担う農業者として、さらにステップアップしてい
ただきたいと思います。

●春季交通安全講習会を実施
　４月10日（水）に
春季交通安全講習会
を実施しました。　
　講師に別海駐在所
より、村山　甫　様
をお迎えして「全座
席シートベルト着用
の義務」や、「飲酒運
転、あおり運転、な
がら運転、歩行者に対する配慮など」に関して講義を
していただきました。また、過去に専攻科学生が1名
事故で亡くなっており、二度とそのようなことが起こ
らないことを願い、全員で黙祷を行いました。
　講義終了後には車両の点検と事故防止についての指
導を受け、学生からは、「全座席シートベルト着用の
義務があるのに、後部座席は特に着用していない人の
方が多いことを知りました。また、着用しないがため
に死亡事故に繋がることが分かったので、これから同
乗者にはシートベルトの着用を促していきたいで
す。」といった感想が聞かれました。　
　毎日の交通安全に対する意識を改めて考え直す良い
きっかけとなりました。

●農業専門教科担当スタッフ紹介
　人事異動に伴い、職員の転出、転入が
ありました。
【酪農経営科】
科長　中村地平（乳加工・酪農経営科１年副担任）
教諭　平岡賢一（畜産）
教諭　明石　哲（畜産・酪農経営科３年担任）
教諭　佐藤　信（畜産・酪農経営科２年担任）
実習担任教諭　高橋克宣（野菜）
実習助手　町田大樹（乳加工・草花）
【農業特別専攻科】
科長　菊地昭吾（畜産・専攻科１年副担任）
教諭　寺内まどか（畜産・専攻科１年担任）
教諭　八重樫真由美（畜産・専攻科２年担任）
教諭　廣村　啓（畜産・専攻科２年副担任）新採用
＜異動＞ 教諭　樋口達也　名寄産業高校へ

入学式の様子

交通安全講習会の様子

発表の様子

新入生歓迎会の様子
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Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活
動
内

容
を
紹
介
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ
の

時
々
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
に
定

期
的
に
お
伝
え
し
ま
す
。

　

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
は
、
４
月

12
日
、
札
幌
駅
・
地
下
歩
行
空
間
で

開
催
さ
れ
た
「
Ｊ
Ｐ
０
１
ま
つ
り
」
で
食
と
農
・

Ｊ
Ａ
の
魅
力
を
伝
え
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ

「
Ｊ
Ａ
２
Ｍ
Ｐ
（
ジ
ェ
イ
エ
イ
ジ
ャ
ン
プ
）」
の

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、

400
名
を
超
え
る
方
々
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
頂
き
ま
し

た
。

　
「
Ｊ
Ｐ
０
１
ま
つ
り
」
は
フ
リ
ー
マ
ガ
ジ
ン

「
Ｊ
Ｐ
０
１
」
に
掲
載
さ
れ

た
企
業
・
団
体
が
中
心
と
な

り
出
展
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
、

道
内
か
ら
４
Ｊ
Ａ
・
１
連
合

会
も
出
展
し
ま
し
た
。

　
「
Ｊ
Ａ
２
Ｍ
Ｐ
」
配
信
開

始
か
ら
２
年
が
経
ち
ま
し
た

が
、
４
月
12
日
時
点
で
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
総
数
は
２
０
，１

３
８
と
な
り
、
２
万
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
を
突
破
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に

食
や
農
業
の
大
切
さ
を
理
解
し
て
も
ら

う
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
願
い
、
平
成
20
年
度

か
ら
、
食
農
教
育
等
を
テ
ー
マ
と
し
た
教
材
本
を

製
作
し
、
Ｊ
Ａ
を
通
じ
て
道
内
の
小
学
校
へ
贈
呈

し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
全
道
１
，０
５
９
校

の
小
学
校
お
よ
び
特
別
支

援
学
校
に
贈
呈
し
ま
す
。

　

な
お
、
本
会
か
ら
は
、

北
海
道
教
育
委
員
会
へ
教

材
本
の
贈
呈
を
行
い
、
教

材
活
用
へ
の
協
力
を
お
願

い
し
ま
し
た
。

　

ホ
ク
レ
ン
で
は
北
海
道

内
の
料
理
人
ら
を
主
な
対

象
に
し
た
北
海
道
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
特
別
セ
ミ

ナ
ー
を
札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
し
、
道
内

チ
ー
ズ
工
房
の
生
産
者
に
よ
る
講
演
や
ナ
チ
ュ
ラ

ル
チ
ー
ズ
の
特
長
を
生
か
し
た
料
理
の
実
食
、
盛

り
付
け
の
専
門
家
に
よ
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
を
紹
介
し
、
道
産
チ
ー
ズ
の
魅
力
を
伝
え

ま
し
た
。

　

講
演
で
は
北
海
道
産
チ
ー
ズ
の
レ
ベ
ル
の
高
さ

や
、
そ
れ
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
な
ど

が
解
説
さ
れ
、
試
食
会
で
は
道
内
工
房
の
チ
ー
ズ

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ

た
料
理
レ
シ
ピ
５
品

が
紹
介
さ
れ
、
ナ

チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
の

豊
か
な
風
味
が
Ｐ
Ｒ

さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
の
こ
ど
も
共
済
「
学
資
応
援

隊
」
が
マ
マ
リ
口
コ
ミ
大
賞
２
０
１

９
春 

学
資
保
険
部
門 

第
１
位
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

「
マ
マ
リ
口
コ
ミ
大
賞
」
と
は
、
マ
マ
向
け
ア

プ
リ
「
マ
マ
リ
」
が
ユ
ー
ザ
ー
を
対
象
に
〝
本

当
に
買
っ
て
よ
か
っ
た
〞
と
思
う
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
口
コ

ミ
件
数
と
満
足
度
を
基
準
に
支
持
が
多
か
っ
た

上
位
商
品
を
紹
介
す
る
取
組
み
で
す
。

　

Ｊ
Ａ
共
済
連
は
、
こ
れ
か
ら
も
お
客
様
に
ご

満
足
い
た
だ
け
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

組
合
員
な
ら
び
に
地
域
住
民
の
皆

様
の
生
命
と
健
康
を
守
る
た
め
、
本

会
事
業
の
積
極
的
な
啓
蒙
推
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
広
報
誌
「
す
ま
い
る
」
を
発
行

し
て
お
り
ま
す
。

　

年
３
回
発
行
し
て

お
り
、
様
々
な
医

療
・
健
康
情
報
を
発

信
し
て
お
り
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

を
掲
載
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
是
非
ご
一

読
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
グループ
通
信

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

ホ
ク
レ
ン

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

北海道教育委員会
教育長（写真右）へ贈呈



第1回理事会報告　平成31年4月19日開催
議案第１号　　規程類の一部変更について
議案第２号　　監事及びＪＡ全国監査機構への決算関係書類の提出に
　　　　　　　ついて
議案第３号　　第10回通常総会の招集について
議案第４号　　税効果積立金の取り崩しについて
議案第５号　　固定資産の処分について
議案第６号　　平成31年度 コンプライアンス・プログラムの設定に
　　　　　　　ついて
議案第７号　　平成31年度 経営定期点検実施計画について
議案第８号　　平成31年度草地整備事業の実施について
議案第９号　　平成30年度中山間地域所得向上支援事業に係る固定資
　　　　　　　産の取得について
議案第10号　　平成30年度労働保険事務組合勘定の徴収と納付状況に
　　　　　　　ついて
議案第11号　　人工授精業務に掛かる往診体制の見直しについて
議案第12号　　一般組合員に対する農業経営基盤強化基金（信連委託
　　　　　　　貸）の事務取扱について
議案第13号　　一般短期貸付と貸付利率の一部減免並びに利益相反取
　　　　　　　引について
議案第14号　　役員の選任について
議案第15号　　役員退職慰労金の支給について
議案第16号　　会計監査人の選任について

協議事項１　　第10回通常総会議長選出について　
協議事項２　　地区懇談会の開催について（当日配付）
協議事項３　　根室市入植者選定部会委員の推薦について　
協議事項４　　ＪＡ道東あさひ設立10周年記念品について

報告事項１　　平成30年度内部監査活動報告について　
報告事項２　　令和元年度監事監査基本方針及び監事監査年間計画に
　　　　　　　ついて　

報告事項３　　組合員の動向（３月末）について　
報告事項４　　員外利用状況について　
報告事項５　　苦情等対応状況及び従業員の交通違反と交通事故につ
　　　　　　　いて　
報告事項６　　平成31年度労働協約及び労使協定の締結について　
報告事項７　　融資審査会の結果について　
報告事項８　　平成30年度資産査定の結果及び償却・引当について
報告事項９　　求償権管理離農者の処理報告について　
報告事項10　　定款第57条第６項に基づく貸出金に係る理事会承認案
　　　　　　　件の処理状況について　
報告事項11　　余裕金運用の実績報告について　
報告事項12　　平成31年度長期共済推進計画について　
報告事項13　　特定組合員実績（３月末）について　
報告事項14　　ＪＡ道東あさひ青色申告会平成30年度分農業所得税並
　　　　　　　びに消費税の申告状況について　
報告事項15　　平成30年度搾乳中止者について　
報告事項16　　畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業（施設整備
　　　　　　　事業）要望調査結果について　
報告事項17　　畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業（機械導入
　　　　　　　事業）需要調査結果について　
報告事項18　　平成31年度持続的生産強化対策事業（畜産現場ICT化
　　　　　　　調査事業）の割当内示について　
報告事項19　　平成30年度末における発電機・配電盤の設置状況につ
　　　　　　　いて　
報告事項20　　平成29年度根室管内酪農経営分析報告について
報告事項21　　販売事業実績（３月末）について　
報告事項22　　平成30年度理事との家畜売買（利益相反）取引額の実
　　　　　　　績について　
報告事項23　　平成30年度生乳生産量の階層別分布表について　
報告事項24　　購買事業実績（３月末）について　
報告事項25　　行事予定について

法人道民税・法人事業税・地方法人特別税の申告は便利なeLTAXで！

5月31日は自動車税の納期限です！

　eLTAX（エルタックス）は地方税の申告、申請などをインターネットを利用して電子的に行うこ
とができるシステムで、郵送や窓口に出向くことなくご自宅やオフィスから複数の地方公共団体に
まとめて申告ができるなどのメリットがありますので、是非ご利用ください。
　eLTAXの詳しい情報については次のホームページでご確認ください。

　・eLTAXホームページ
　　　http://www.eltax.jp/

　・北海道 総務部 財政局 税務課ホームページ
　　　http://www.pref.hokkaido.lg.jp/sm/zim/dshinkoku/index.htm

　納税は金融機関、コンビニエンスストアのほか、インターネット上の「Yahoo！公金支払い」サ
イトからのクレジットカードを利用してできます。５月31日までに必ず納めましょう。

北海道 根室振興局 税務課 課税係　☎（0153）24－5479（直通）
問い合わせ先

納税に関するご相談は、根室振興局 税務課 納税係まで ☎（0153）24－5466（直通）
問い合わせ先

エルタックス
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区　　分 3　　月 累　　計 脂肪率 無脂固形分率 補給金単価 ＦＡＴ単価 ＳＮＦ単価 乳質単価 乳代合計
329,893t

100.6%

67,815t

100.0%

29,698t

98.3%

7,794t

98.6%

5,694t

104.9%

12,274t

96.0%

3,936t

95.9%

3,830,324t

100.9%

792,336t

99.9%

352,335t

99.5%

91,243t

99.8%

65,832t

105.0%

146,597t

96.7%

48,662t

100.2%

4.01%

4.01%

4.05%

4.06%

4.05%

4.07%

3.99%

4.00%

4.04%

4.04%

4.08%

4.10%

4.10%

4.13%

8.79%

8.81%

8.73%

8.76%

8.73%

8.76%

8.74%

8.76%

8.77%

8.78%

8.71%

8.75%

8.72%

8.75%

8.61円

8.58円

8.61円

8.58円

8.61円

8.58円

8.61円

8.58円

8.61円

8.58円

8.61円

8.58円

8.61円

8.58円

36.81円

36.37円

37.13円

36.78円

37.17円

36.85円

36.62円

36.29円

37.04円

36.57円

37.44円

37.12円

37.61円

37.45円

51.03円

50.44円

50.68円

50.17円

50.66円

50.17円

50.69円

50.17円

50.92円

50.29円

50.52円

50.14円

50.62円

50.11円

3.74円

3.72円

3.78円

3.77円

3.79円

3.72円

3.86円

3.73円

3.81円

3.73円

3.73円

3.67円

3.80円

3.79円

100.20円

99.12円

100.19円

99.30円

100.23円

99.32円

99.78円

98.77円

100.38円

99.18円

100.31円

99.52円

100.65円

99.93円

3月 生乳生産・乳代単価情報

全　　道

前年(比)

根室管内

前年(比)

JA道東あさひ

前年(比)

西春別支所

前年(比) 

上春別支所

前年(比)

別海支所

前年(比)

根室支所

前年(比)

�月

【全体運】何かと不安になりやすいもよう。
　暗い顔では、ますますつきを逃すので、
　笑顔を大切に。花を飾り、心を和ませて
【健康運】過激なダイエットに走りやすい。
　着実に
【幸運の食べ物】タケノコ

【全体運】レジャー運が活性化。飲み会な
　どの幹事は積極的に引き受け、楽しむと
　グッド。クリエーティブな分野にも注目を
【健康運】オーバーワークに注意。適度に
　休むこと
【幸運の食べ物】タラの芽

【全体運】すぐイライラしやすく、周囲と
　もめそう。悪いと思ったら、素直に謝っ
　て運気アップにはアルバム整理が◎
【健康運】おおらかに構えて。気にし過ぎ
　は逆効果
【幸運の食べ物】レタス

【全体運】好奇心を刺激され、意欲が高まる
　気配。気になる習い事があれば、挑戦して
　みて。トレンド情報も要チェック
【健康運】暴飲暴食気味。よくかむことで予
　防して
【幸運の食べ物】サザエ

【全体運】できる人と比べて対抗意識を刺激
　されやすいよう。背伸びをするより、マイ
　ペースを貫くのが開運のポイント
【健康運】睡眠不足にご用心。眠りの質を高
　めて
【幸運の食べ物】ソラマメ

【全体運】行動範囲が広がる予感。気にな
　ることは即やってみるのが成功の鍵。Ｓ
　ＮＳでの情報収集にもつきがあります
【健康運】生活習慣を見直すと、楽に改善
　できそう
【幸運の食べ物】甘夏

【全体運】後ろ向きな発想をしやすいかも。
　後悔するより、過去の出来事から学ぶ姿勢
　が大事。気晴らしには神社巡りを
【健康運】不規則な食事は×。栄養バランス
　も重要
【幸運の食べ物】フキ

【全体運】運気の浮き沈みが激しい暗示。
　一喜一憂せず、どっしり構えて。美術館
　に足を運ぶなど、芸術に触れると好転へ
【健康運】上昇傾向。運動を始めればうれ
　しい結果に
【幸運の食べ物】ホタルイカ

【全体運】落ち着いて行動できる月。やりた
　いことは、自分のペースでじっくり進めて。
　センスを磨ける趣味を持つと吉
【健康運】体質にぴったりな健康法が見つか
　りそう
【幸運の食べ物】イサキ

【全体運】とても活気があり、新しいこと
　を始めるチャンスです。積極的に動いて
　吉。環境改善に力を注ぐのも幸運
【健康運】小まめに動くことで、体調が上
　向く兆し
【幸運の食べ物】イチゴ

【全体運】人との調和を大切にすることで、
　誰とでも円満な関係を築ける期間。余暇
　はお芝居やミュージカル鑑賞がベスト
【健康運】肩の力を抜くと、運気アップの
　呼び水に
【幸運の食べ物】キクラゲ

【全体運】カルチャー志向が高まる時期です。
　同じ楽しみを持つ仲間たちとにぎやかに過
　ごすのに最適。遠出の旅行も刺激大
【健康運】疲労をため込みがち。温泉で気分
　転換を
【幸運の食べ物】ウニ

牡羊座
3/21～4/19

牡牛座
4/20～5/20

双子座
5/21～6/21

蟹座
6/22～7/22

獅子座
7/23～8/22

乙女座
8/23～9/22

天秤座
9/23～10/23

蠍座
10/24～11/22

射手座
11/23～12/21

山羊座
12/22～1/19

水瓶座
1/20～2/18

魚座
2/19～3/20
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令和元年5月10日発行
発行/JA道東あさひ
編集/営農部 営農振興課
住所/北海道野付郡別海町
　　 別海緑町116番地9
電話/（0153）75－2201（代表）
ホームページ
http://www.ja-doutouasahi.or.jp
メール/kikaku@ja-doutouasahi.or.jp

　

今
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号
で
は
、
Ｊ
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共
済
連
の

協
力
に
よ
る
農
作
業
事
故
防
止
の

特
集
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
春
の
農
作
業
時
期
を
前

に
、
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

作
業
前
に
は
ト
ラ
ク
タ
ー
や
作
業

機
を
十
分
に
点
検
し
、
整
備
の
際

も
作
業
手
順
を
省
か
ず
、
農
作
業

事
故
防
止
に
努
め
て
頂
き
ま
す
よ

う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
様
が
今
年
も
平
穏

無
事
に
農
繁
期
を
終
え
、
天
候
に

も
恵
ま
れ
た
中
で
良
質
な
粗
飼
料

確
保
が
で
き
ま
す
よ
う
祈
っ
て
お

り
ま
す
。
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